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高山　駿さん

「
今
ハ
マ
っ
て
い
る
こ
と
」
　

僕
は
、
今
年
中
学
校
を
卒

業
し
高
校
生
に
な
り
、
新
し

い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
新
し
い
友
達
も
で
き
、

日
々
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

僕
が
今
ハ
マ
っ
て
い
る
こ

と
は
、バ
ス
ケ
で
す
。
高
校
生

に
な
り
、
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
、
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
で
も
、
自
分

も
成
長
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
実
感
で
き
ま
す
。

　

僕
が
所
属
し
て
い
る
男
子

バ
ス
ケ
部
は
、
新
潟
市
で
四

強
に
は
い
っ
て
い
る
強
豪
校

で
す
。

　

な
の
で
、
先
輩
方
に
つ
い

て
い
け
る
よ
う
に
、日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 　

そ
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
を
行
い
、
体
を
作
っ
て
、

一
つ
で
も
多
く
の
試
合
に
勝

ち
、
強
豪
校
も
た
お
し
て
、

県
制
覇
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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小須戸コミュニティ協議会×小須戸地区公民館

こすこすど親ど親子フェス子フェスこすど親子フェス（全４回）（全４回）（全４回）

主管：小須戸コミュニティ協議会　共催：小須戸地区公民館
協力：新潟ブロードバンドテレビ　秋葉区健康福祉課　新潟市秋葉区社会福祉協議会
問い合わせ先：小須戸コミュニティ協議会 TEL 25-7069　小須戸地区公民館 TEL 25-5715

この事業は小須戸コミュニティ協議会が新潟市の補助金を受けて運営しています 専用サイトはこちらから
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川  柳 俳　　　　　句

　　　　　　　　　題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、電話番号を

　　　　　　　　　明記し、７月20日（月）までに小須戸地区公民館へ。

　　　　　　　　　　　　　　　　（※投稿が21句を超えた場合は先着での掲載となります。）







俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集



８月1日（土）に予定していた
『山の手ふれあい夏まつり』は
開催しません。

ことしも「まちセン」は花いっぱい新型コロナウイルスの感染拡大防止のため

『山の手地区防災訓練』を開催します。
令和2年11月14日（土）

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況によって

　は、内容の変更または中止とする場合がございます。

「コロナ疲れ」に読むと癒される本
　いまだ終息の見通しが立たない新型コロナウイルス。メディアでは連日コロナのニュースばかり。目からも耳からもコロナの情報から少し距離を置きたい気分に

なっていませんか？そんなココロが「コロナ疲れ」になった時に、癒しを与えてくれる本について、新津図書館の司書の丸山さんと村山さんより一般書と児童書で

それぞれ 1冊ずつ選んでいただきました。

　　　　　　　　　　　　　　もともとアメリカで誕生し、昭和39年頃日本

　　　　　　　　　　　　　に普及したといわれるドライブイン。

　　　　　　　　　　　　　　本書では日本各地に現存している、またはか

　　　　　　　　　　　　　つてあったドライブインを紹介しています。

　レトロな自動販売機や店内の様子など、写真を見るだけでなぜか懐かしく

なり、ほっこりした気持ちにさせられます。

　気軽に旅行に行くことができない昨今ですが、本書を読んで旅行気分にひ

たることで、癒されてみてはいかがでしょうか。（丸山）

　　　　　　　　　　　　　 【一般書】

　　　　　　　　　　　　　　『懐かしの昭和ドライブイン』

　　　　　　　　　　　　　　越野弘之／著　グラフィック社　　

　　　　　　　　　　　　　　2019年
　　　　　　　　　　　　　　　　　ある日、ふとっちょのおばさんは、台

　　　　　　　　　　　　　　　　所の戸だなのすみで小さい黒い種一粒を

　　　　　　　　　　　　　　　　見つけました。道行く人からは「あさが

　　　　　　　　　　　　　　　　おだよ」と言われたり、「すいかだよ」と

　　　　　　　　　　　　　　　　言われたり。どっちだろう、と楽しみに

して植えました。近くにはこんな立てふだも作りました。

　「あさがおかもしれない、すいかかもしれない、とにかくたのしみ」幼い王

子は近くを馬車で通りかかりこれを逆さまに読んで、へんなの、と思いまし

た。やがて、このおまじないのような言葉がきっかけで王子は大変身を遂げ

るのです。（村山）

　　　　　　　　　　　　　     　 【児童書】

　　　　　　　　　　　　　　     　『みしのたくかにと』

　　　　　　　　　　　　　　    　 松岡享子／作　大社玲子／絵　

　　　　　　　　　　　　　　     　こぐま社　1998年

小須戸地区図書室 新刊案内

【一般書】

・『疲れたから休みます。と言えないあなたへ

自律神経失調症は改善できる』渡辺正樹著

・『今日も町の隅で』小野寺史宜著

・『戦時大捜査網』岡田秀文著

・『三年長屋』梶よう子著

・『わかれ縁』西條奈加著

・『日本文学全集０６　源氏物語下』池澤夏樹編

・『冷凍できるお弁当ミールプレップ』牛尾理恵著

・『クスノキの番人』東野圭吾著

・『焼売、ときどきチャーハン 肉も野菜もたっぷり！

絶品６６レシピ』五十嵐美幸著

・『少量でおいしいジッパー袋でかんたん季節の保

存食』榎本美沙著

・『つくりわけおかず３００』小田真規子著

・『流人道中記』上・下　浅田次郎著

・『思わず見とれるゼリースイーツ』大越郷子著

・『十字架のカルテ』知念実希人著

【児童書】

・『とんでいく』風木一人 /作、岡崎立 /絵

・『やたいのおやつ』ふじもとのりこ /作・絵

・『すずめのまる』箕輪義隆著

・『めくって学べるしごと図鑑』


